
・Be，Tl，Os，有機Seを含む化合物 ・PCB
・金属水銀，有機水銀，アマルガム水銀
・高分子化合物，重合性物質
・爆発性物質，ガスを発生するもの
・感染性廃棄物 ・変異原性物質

下記の物質を含むか

沈殿物を濾過

廃薬品類回収時に
排出する

G-A
分類

G-Ｃ
分類

環境保全センターに
問い合わせる

遊離シアン
シアン化ナトリウム
シアン化カリウム 等

生物系廃液※

である

5%以上
水を含む

pHを4以上
に調整

希釈する

不明な点は廃液相談フォームへ http://www.env.tohoku.ac.jp/soudannmaekakunin.html
東北大学環境保全センター TEL 795-7529（緊急時）

http://www.env.tohoku.ac.jp/index-j.html

空容器の保管について
・屋内に保管すること
・他の目的に使用しないこと

実験廃液の分別収集区分のための早見表

実験廃液

pHを4以上
に調整可能

廃液処理依頼票のコメント欄
に明記する（容器ごと処分）

5%以上
水を含む

pHを11以上
に調整可能

水銀イオン濃度が
1000ppm以下である

無機系廃液有機系廃液

シアンを含む

廃薬品類回収時に
排出する沈殿物

Yes

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No

No

No

No

No

Yes
No

No

No

No

No

Yes

Yes

フッ素，リン酸，臭素
系を含む

Yes

有機系廃液に無機物の混入は可 無機系廃液に有機物の混入は不可

令和5年6月改訂

シアン化水銀・水銀を
含む場合は排出者で
保管し，廃薬品類時
に業者に依頼する。 赤のビニルテープを巻く

固体の薬品類は廃薬品類回収時に排出する

※臭化エチジウムの濃度
が1ppm以上の場合は
廃液処理依頼票のコメ
ント欄に明記する（容
器ごと処分）

pHを4以上
に調整可能

Yes

No

廃液処理依頼票のコメント欄
に明記する（容器ごと処分）

廃液処理依頼票のコメント欄
に明記する（容器ごと処分）

廃液処理依頼票のコメント欄
に明記する（容器ごと処分）

No

No

有機ハロゲン系
廃液を含む

Yes

有機物を
含む

pHを11以上
に調整可能

青酸または無機
シアン化物を含む

現像液，定着液
である

難分解性シアン
フェロシアン化カリ
フェリシアン化カリ 等

水銀を含む

・水銀を含む
・フッ素または無機
フッ素化合物
（1％以上）を含む
・リン酸（10％以上
）を含む

廃油が
主成分

特殊引火
物を含む

No

Yes

※特殊引火物（ジエチルエーテ
ルなど）の濃度は５％以下とする。

A‐1分類
特殊引火物
含有廃液


